
 

１ 移動等円滑化経路            
整備の基本的な考え方  
○道等から利用居室及び住戸等、利用居室及び住戸等から車椅子使用者用便房や車椅子使用者用駐車施設までの

経路のうち 1 以上を、高齢者、障害者等が円滑に利用できる経路（移動等円滑化経路）とする。なお、当該利
用居室が劇場等の客席の場合には、客席の出入口と車椅子使用者用部分との間の経路（車椅子使用者用経路）
も含む。 

○移動等円滑化経路は、高齢者、障害者等と他の利用者が同じ経路を利用できるように計画し、やむを得ず別に
設ける場合においても、他の利用者と著しく異なる経路としない。 

 
整備基準 解 説 望ましい水準 

（（１１））次次にに掲掲げげるる場場合合ににはは、、そそれれぞぞれれ次次にに定定めめるる経経路路ののううちち
１１以以上上（（キキにに掲掲げげるる場場合合ににああっっててはは、、そそのの全全てて））をを、、
高高齢齢者者、、障障害害者者等等がが円円滑滑にに利利用用ででききるる経経路路（（以以下下「「移移
動動等等円円滑滑化化経経路路」」とといいうう。。））ににすするるこことと。。  

●移動等円滑化経路上にある敷地内の通路、
出入口、廊下等、傾斜路、エレベーターそ
の他の昇降機は、これら各項目に定める移
動等円滑化経路等の整備基準に適合させ
る。 

 

アア  道道等等かからら利利用用居居
室室ままででのの経経路路  

公共的施設に、当該公共的施設を利用
し、当該公共的施設においてサービス
等の提供を受ける者（以下「利用者」
という。）の利用に供する居室（別表
第１の９に掲げる公共的施設に設け
る住戸又は住室（以下「住戸等」とい
う。）を除く。以下「利用居室」とい
う。）を設ける場合  
道又は公園、広場その他の空地（以下
「道等」という。）から当該利用居室
までの経路（当該利用居室が別表第１
の１、２、４及び 11（(４)、(６)及び
(７)の施設に限る。）に掲げる公共的
施設に設ける利用者の利用に供する
客席又は観覧席（以下「客席等」とい
う。）である場合にあっては、当該客
席等の出入口と車椅子を使用してい
る者（以下「車椅子使用者」という。）
が円滑に利用することができる部分
（以下「車椅子使用者用部分」とい
う。）との間の経路を含む。イ及びウ
において同じ。） 

≪左欄記載施設≫ 
◆「別表第１の９に掲げる公共的施設」：共

同住宅等 
◆「別表第１の１、２、４及び 11（(４)、

(６)及び(７)の施設に限る。）」：官公庁の施
設、社会福祉施設、教育文化施設、劇場
等、展示場、運動施設 

 

●高齢者、障害者等が、道等から利用居室ま
での経路を円滑に利用できるよう、その経
路のうち 1 以上を移動等円滑化経路とす
る。 

●利用居室が劇場等の客席の場合には、客席
の出入口と車椅子使用者用部分との間の経
路（車椅子使用者用経路）も移動等円滑化
経路とする。 

●地形等の特殊性により、２敷地内の通路
（２）又は(３)の移動等円滑化経路の整備
基準への適合が困難な場合は、建築物の車
寄せから利用居室までの経路の 1 以上を移
動等円滑化経路とすることができる。 

イイ  利利用用居居室室かからら車車
椅椅子子使使用用者者用用便便
房房ままででのの経経路路  

 

公共的施設又はその敷地に、車椅子使
用者が円滑に利用することができる
便房（車椅子使用者が円滑に利用でき
る客室（以下「車椅子使用者用客室」
という。）に設けられるものを除く。
以下「車椅子使用者用便房」という。）
を設ける場合  
利用居室（当該公共的施設に利用居室
が設けられていないときは、道等。か
ら当該車椅子使用者用便房までの経
路 

●車椅子使用者用便房を設ける場合は、高齢
者、障害者等が利用居室から車椅子使用者
用便房までの経路を円滑に利用できるよ
う、その経路のうち 1 以上を移動等円滑化
経路とする。 

●利用居室がない場合は、道等から車椅子使
用者用便房までの経路のうち 1 以上を移動
等円滑化経路とする。 
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整備基準 解 説 望ましい水準 
ウウ  車車椅椅子子使使用用者者用用

駐駐 車車 施施 設設 かか らら 
利利用用居居室室ままででのの
経経路路  

公共的施設又はその敷地に、車椅子使
用者が円滑に利用することができる
駐車施設（以下「車椅子使用者用駐車
施設」という。）を設ける場合  
当該車椅子使用者用駐車施設から利
用居室（当該公共的施設に利用居室が
設けられていないときは、道等。）ま
での経路 

●車椅子使用者用駐車施設を設ける場合は、
高齢者、障害者等が車椅子使用者用駐車施
設から利用居室までの経路を円滑に利用で
きるよう、その経路のうち 1 以上を移動等
円滑化経路とする。 

●利用居室がない場合は、道等から車椅子使
用者用駐車施設までの経路のうち 1 以上を
移動等円滑化経路とする。 

○建築物の出入口から車椅子

使用者用駐車施設までの経

路は、できるだけ短くする

こと。 

エエ  道道等等かからら住住戸戸等等
ままででのの経経路路  

 

公共的施設が別表第１の９に掲げる
ものである場合 
道等から当該公共的施設の住戸等ま
での経路 

≪左欄記載施設≫ 
◆「別表第１の９に掲げるもの」：共同住宅

等 

 

●共同住宅等では、高齢者、障害者等が道等
から住戸等までの経路を円滑に利用できる
よう、その経路のうち 1 以上を移動等円滑
化経路とする。 

オオ  住住戸戸等等かからら車車椅椅
子子使使用用者者用用便便房房
ままででのの経経路路  

別表第１の９に掲げる公共的施設に、
車椅子使用者用便房を設ける場合 
住戸等から当該車椅子使用者用便房
までの経路 

≪左欄記載施設≫ 
◆「別表第１の９に掲げる公共的施設」：共

同住宅等 

 

●共同住宅等に車椅子使用者用駐車施設を設
ける場合は、高齢者、障害者等が車椅子使
用者用駐車施設から住戸等までの経路を円
滑に利用できるよう、その経路のうち 1 以
上を移動等円滑化経路とする。 

カカ  車車椅椅子子使使用用者者用用
駐駐車車施施設設かからら住住
戸戸等等ままででのの経経路路 

別表第１の９に掲げる公共的施設又
はその敷地に、車椅子使用者用駐車施
設を設ける場合  
当該車椅子使用者用駐車施設から住
戸等までの経路 

≪左欄記載施設≫ 
◆「別表第１の９に掲げる公共的施設」：共

同住宅等 

 

●共同住宅等に車椅子使用者用駐車施設を設
ける場合は、高齢者、障害者等が車椅子使
用者用駐車施設から住戸等までの経路を円
滑に利用できるよう、その経路のうち 1 以
上を移動等円滑化経路とする。 

キキ  公公共共用用歩歩廊廊  公共的施設が別表第１の 12 に掲げる
ものである場合 
公共用歩廊の一方の側の道等から当
該公共用歩廊を通過し、その他方の側
の道等までの経路（当該公共用歩廊又
はその敷地にある部分に限る。） 

≪左欄記載施設≫ 
◆「別表第１の 12 に掲げるもの」：公共用歩

廊 

 

●建築物が公共用歩廊である場合、その一方
から他方までの経路を高齢者、障害者等が
円滑に利用できるよう、全ての経路を移動
等円滑化経路とする。 

（（２２））移移動動等等円円滑滑化化経経路路上上にに階階段段又又はは段段をを設設けけなないいこことと。。たた
だだしし、、傾傾斜斜路路又又ははエエレレベベーータターーそそのの他他のの昇昇降降機機をを併併設設
すするる場場合合はは、、ここのの限限りりででははなないい。。  

●高低差が 2cm 以下で面取りされたものは
段とみなさない。 

●水勾配（１/５０以下）は傾斜路とみなさ
ない。 

○移動等円滑化経路以外の経

路に段を設ける場合にも、

段に代わり、又は併設する

傾斜路又はエレベーターそ

の他の昇降機を設けるこ

と。 
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移動等円滑化経路移動等円滑化経路

移動等円滑化経路の整備基準は、
図中に示す番号の項目の整備基
準を参照

車椅子使用者用経路車椅子使用者用経路

３(１) 出入口３(１) 出入口

13（１）車椅子使用者用部分13（１）車椅子使用者用部分

利用居室
（劇場等の客席）
利用居室
（劇場等の客席）

利用居室利用居室
４廊下等４廊下等

７エレベーター７エレベーター

公共・ 一般施設　 Pub l ic Faci li tie s

郵便 電話

フ ァ ッ ク ス カ ー ト エ レ ベ ータ ー

エ ス カ レ ー タ ー 階段 乳幼児用設備

Po st Tel ep h o n e

Fa x Cart El ev a to r

Esca l a to r Sta i rs N u rsery

B
推 奨度

無 線LAN

W ire l ess LAN

こ ど も お 手洗 おむつ 交換台 ベ ビ ー チ ェ ア

Ch i ld ren ’s to i le t D i ap er ch an g i n g  tab le Bab y ch a ir

- 1 2-

ア ク セシ ビ リ テ ィ 　 Accessib i l i ty

A

推奨度

オ ス ト メ イ ト 用設備 / 
オ ス ト メ イ ト

Faci li t i es fo r O sto m y  / 
Osto m ate

※7

障害のあ る 人が使え る 設備

Acce ssi b le  fac i l ity

ス ロ ープ

Slo p e

17  項目

- 2 5 -

コミ ュ ニケーショ ン： 筆談対応

Co m m u n i ca tio n ： W riti n g

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

Co m m u n ica ti o n  i n  th e 
sp eci fi e d  l an g u ag e

（ 備考）
　 言語(ENGLISH)は、 他の言語及び国旗に

　 差し 替え 可

介助用ベ ッ ド

Care b ed

（ 備 考 ） 「 こ の 部 屋 は 気 持 ち を 静 め る た め

　 の 部 屋 で す 」 な ど 、 運 用 に 適 し た 利 用 説

　 明 の 表 示 を つ け る こ と が 望 ま し い 。

[注１ ]（ 文字 によ る 補助 表示 を つけ る 場 合は

　 　 「 カ ー ムダウ ン ・ ク ール ダウ ン 」 と する ）

カームダウン・ クールダウン 高齢者優先設備

Calm  d o w n , co o l  d o w n Prio ri ty  f ac i l it i es fo r 

e l d e rly  p eo p le  

障害のある 人・ けが人優先設備

Prio rity facili ties for 

in ju red  p eop le 

乳幼児連れ優先設備内部障害のあ る 人優先設備

Priority faci lit ies fo r p eo ple accom p an ie d 
w i th  small  ch il dren

Priori ty faci lit ies fo r p eop le  w i th in tern al
di sab i lit ies, h eart p acer, etc. 

妊産婦優先設備

Prio ri ty  fa ci l i t ie s fo r
e xp ecti n g  m o th ers 

８(１) 車椅子使用者用便房８(１) 車椅子使用者用便房

３(２) 建築物の出入口３(２) 建築物の出入口

２敷地内の通路２敷地内の通路

アク セシビリ ティ 　 Accessib i li ty

A
推奨 度

オ ス ト メ イ ト 用設備 / 

オ ス ト メ イ ト

Faci l it i e s fo r O sto m y / 
Osto m a te

※7

障害のあ る 人が使 え る 設備

Accessi b le  f ac il i ty

ス ロ ー プ

Slo p e

17 項目

- 25 -

コ ミ ュ ニケーショ ン ： 筆談対応

Co m m u n i ca ti o n ： W ri ti n g

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

Co m m u n i ca ti o n  i n  t h e 

sp e ci fi e d  l an g u a g e
（ 備考）

　 言語(ENGLISH)は、 他の言語及び国旗に

　 差し 替え 可

介助用ベ ッ ド

Ca re b ed

（ 備 考 ） 「 こ の 部 屋 は 気 持 ち を 静 め る た め

　 の 部 屋 で す 」 な ど 、 運 用 に 適 し た 利 用 説

　 明 の 表 示 を つ け る こ と が 望 ま し い 。

[注１ ]（ 文字 によ る 補 助表 示を つけ る 場 合は

　 　 「 カ ー ムダ ウン ・ ク ー ルダ ウン 」 と する ）

カ ームダウン ・ ク ールダウン 高齢者優先設備

Calm  d o w n , co o l  d o w n Pri o ri ty  fa c il i t i es fo r 

e l d erl y  p eo p l e  

障害のある人・ けが人優先設備

Prio rity f ac ilit ies for 

in ju red  p eo p le 

乳幼児連れ優先設備内部障害のあ る 人優 先設備

Prio rity facil it ies fo r p eo p le accom p anied  

w i th  sm all  ch il dren

Prio rity faci lit ies fo r pe op le  w i th  in te rn al

d isab il iti es, h eart p acer, etc. 

妊産婦優先設備

Prio ri ty  fa c il i t i es fo r

exp ecti n g  m o th ers 

アクセシビリ ティ 　 Accessib il ity

A
推 奨度

オ ス ト メ イ ト 用設備 / 

オ ス ト メ イ ト

Fa ci l i t i es fo r O sto m y / 
Osto m ate

※7

障 害のあ る 人が使え る 設備

A cce ssi b l e f ac i l it y

ス ロ ー プ

Slo p e

17 項目

- 2 5 -

コ ミ ュニケーショ ン ： 筆談対応

Co m m u n i ca ti o n ： W ri tin g

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

Co m m u n i ca ti o n  in  th e  
sp eci fi ed  l an g u ag e

（ 備考）

　 言語(ENGLISH)は、 他の言語及び国旗に

　 差し 替え 可

介助用ベ ッ ド

Care  b e d

（ 備 考 ） 「 こ の 部 屋 は 気 持 ち を 静 め る た め

　 の 部 屋 で す 」 な ど 、 運 用 に 適 し た 利 用 説

　 明 の 表 示 を つ け る こ と が 望 ま し い 。

[注１ ]（ 文 字に よ る 補助 表示 を つ ける 場合 は

　 　 「 カ ー ムダ ウン ・ ク ール ダウ ン 」 と す る ）

カ ームダウン ・ クールダウン 高齢者優先設 備

Calm  d o w n , co o l d o w n Pri o ri ty  f ac i l it i e s fo r 

e l d er ly  p eo p le  

障害のある 人・ けが人優先設備

Prio ri ty  facili ti es fo r 
in ju red  p eop le 

乳幼児連れ 優先設備内部障 害のあ る 人優先設備

Prio ri ty faci li ties for p eop le accomp an ied  
w ith sm all  chi ld ren

Prio ri ty facili tie s for p eo ple w ith  intern al
d isab i lit ies, heart p acer, etc.  

妊産婦優先設 備

Prio ri ty  f ac i l it i e s fo r

e xp e ctin g  m o th e rs 

道等道等
９車椅子使用者用駐車施設９車椅子使用者用駐車施設

□移動等円滑化経路のイメージ
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